
その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 東村山店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 2 8 璽

〒 i 8 9 一 0 0 2 2 区市 町村名璽東村山市

事業所等の所在地町名番
雫
野口町i-46

以

事業所等の延床面積 魔‐節開 署筆現雫聖霊野寺蛋副圏・年度分 □蜂未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自
筆墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口複合施設 □その他

誌 髭鴇参墓参奪… 4檀連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐0258) ① 52 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 89 ‐t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ ヱ t

総 計 (④=②十③) ④ 90 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

◎ 7289 kg-C02/m2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑥ド(⑥/looo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

移E出量▲閑

◎
⑱ ⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,011.7 45-00 9005 0014 456

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0‐O 0‐016 0.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0β 0‐019 0.O

その他 () □ 0〇

その他 () □ QO

電
気

一般電気事業者
からの買雨竜

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 9.97 00 俄382 ⑪.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0β 9.28 00 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 115,5350 876 1,1276 0‐382 441

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪の 蔭 9-76 @ ⑪⑪ 0‐382 ④ ○⑪

合計 / ⑩ 2,028 ‐1 //′/ ⑩ 897

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,8369 / ⑪‐200 OA

公共下水道 □ m3 1,8369 / 0‐450 0‐8

合計 //// ′//′⑩ 12

3 二酸ヒ岸素 E出量等の内訳

※1 電〆気の 、 旭
⑩ ⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列参酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃~点検

設備導入対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 琵 Z皿 、 ・ の

製実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 韮轟

特記事項に内容を記載その他

(日本工業規格A列綿豹



その 2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 瑞江駅前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 2 9璽

T 1 3 2 - o o i i 区市 町村名霞江戸川区

事業所等の所在地町名番
雫
瑞江2-・-2 メ ーク瑞江内

以

事業所等の延床面積 99.oo図 芋蔓兎電喝蟹蟹 蛋鑓掴雪年度分 m 年未満
所 有 形 態 □ 白己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 日覆務蟹(物販) 艶夢藩設(飲食)

鯖 最鵠穆養鰹 醒 4摺連鎖化事業区分醒圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎×o‐o258) tP 35 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 64 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③-⑯)

◎ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 65 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの題【(⑤=②xloo斜事業所等の延床面積)

◎
646-4 kg‐C02/x,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ (⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

杉E出量‐粗

(の
⑩=⑧ X⑨×禦げ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,252 ‐9 45βO 956‐4 0014 484

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 00 0016 00

その他 (灯油) □ L 00 36.70 0β 0019 0の

その他 () □ 00

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWb 00 9‐97 0β 0‐382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 00 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 42,832 の 9‐76 4180 ◆ ⑪‐382 16.4

規則第5条の17第 3項の場拾÷のみなし値※2 kWh ② 0鳥 9.76 W ao 0‐382 @ 00

合計 //// ④ 1,374 ‐4 /′/′⑩ 64‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,0450 / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 2,0450 / 0-450 0‐9

合 計 / /′′/ ⑩ 13

下水 1廻への に、リー※1

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑫/1β00)×⑨とする。

(日本工業規格A列釜番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

富101 高効率照明アンプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

璽実績年度の目標達成の状況可 =□目標達成した。 』且

特記事項に内容を記載その他

(日本工業規格A列4番



その2 (議さ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 祖師ヶ谷大蔵店

事 業 所 番 号 Ar O 5 9 6 O 1 3 O

事業所等の所在地
T 1 5 7 O O 7 2 区市町村名璽世田谷区

町名番 地
以 下祖師谷 1-8 一12 神山ビル

事業所等の延床面積 99.oo隣唐黍現雫窄蟹蟹蜜鷺陽*年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 楓
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4間連鎖化事業区分 圃圃 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo.o258) ① 52 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 9⑪ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 9ヱ t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤ ②xlooo/事業所等の延床面積)

◎
909‐O kg-C ⑪2/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料三等の翻り の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛騒 排増ギ
使 用 ⑥ ⑦ ⑥⑥ /,ooo)x⑦ ⑨ ⑩⑩ X⑨×剥 12

都 市ガス □ Nm3 20,582.0 45.00 926‐2 0‐014 46.9

蔓その他(LPG) □ kg oo 5080 鯛 鋤嗣 β
及 その他 (灯油 ) □ L 0β 36.700 の QOI9 0.0

議 その他 O □ O‐O
その他 () □ Qo

裏馨筆勢躍増雷雲豊麗目灘 8葛醜 8:8凝 議8
その他の買電(慰安間不明の場合を含む。)[ コ kVVh ii3,225 ‐0 9.76 1,10伝 j‐ 0‐382 433

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kvvh ② 0‐0 9.76 @ 0.0 0‐382 ⑩ Qo

合 計 ′// ′ ////W 2,0313//// ◎ 90.1

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,655‐o////// ⑪‐200 0‐5
怖,公共下水道 口 m3 2,655-0 ノ // ′//// ⑪‐450 1-2

　　 　　 　 　　　　　　 　　　
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸化炭素排出量等の

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,GOO
⑫二(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1燈00)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃~点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

甚実績年度の目標達成の状況 ]題 目標達成した。 ー=

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列参さ酌



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 本郷3丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 3 1

事業所等の所在地
T 1 1 3 O O 3 3 区市町村細文京区

町名番地
以 下

本郷 4一 37 一 15

事業所等の延床面積 醒-『〆唐黍兎雫変型駅 薪題璽』年度分 □畔未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 蟹
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 鴎圏 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 47 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 8⑪ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=②+③) ④ 81 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
6552 kg-C02/x,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種浄」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排亨ギ
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ (⑥/,ooo)x⑦ ⑨ @ ③×⑨×剥 12

, 都 市ガス □ Nm3 17,2% ‐4 45,00 778‐3 0‐014 394

欝 その他 (LPG) □ kg o‐0 50.80 0‐0 0‐016 0‐0

及 その他 (灯油 ) □ L 0‐0 36.70 0‐0 0‐019 0.0

繋 その他 () □ 0‐O
その他 () □ 0.0

. 一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kvVrh o‐0 9.97 0‐0 0‐382 0.0

気
がりの買岨 夜間(22時~翌日8時) □ kvVrh o‐0 9‐28 0‐0 0.382 0の

その他の買電(昼夜間不明の場拾涯 ;む。) □ kW 髄 108,765 ‐0 9.76 1,061‐5 0‐382 415

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kvvh ② ⑪‐o 9‐76 ⑭ oo o‐382 ⑩ 0.0

合 計 /′/ ′ //// ⑩ 1,8399/// ′ ⑩ 80.9
番 水道及びエ業用水道 □ m 3 i,667‐o// ′/// Q200 0‐3
他 公共下水道 □ m3 1,667β // ′′′′′′′′ Q450 08

合計 /′/′// ′ /// ′ //// ⑩ .1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑬/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4三番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

輯実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 昌具

特記事項に内容を記載

(臼



その2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所等 の名 称日高屋 西葛西北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 3 2閣

事業所等の所在地
T I 3 4 O O 8 8 区市町村棚江戸川区

町名番地
以 下西葛西5-1-3 第 6山秀ビル IF

事業所等の延床面積 酪‐2 ば唐黍兎畿喝蟹覇 蛋鷺陸・年度分 □1年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 覇
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醒連鎖化事業区分 醸圏 直営店 □ 加盟店 口 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭ xo.o258) ① 64 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② ヱ1⑪ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

◎ 1 t

総 計 (④;②+③) ④ 11ヱ t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

◎
6172 kg-c02 ヱ々F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ (⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰I

(t)
⑩=⑧×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,485‐8 45.00 L0569 0014 535

その他 (LPG) □ kg 0‐⑪ 50‐80 QO 0‐016 ⑪.O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 00 0019 0の

その他 () □ 08

その他 () □ 0β

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 00 0‐382 0の
夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 00 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜開不明の場合を含む。) □ k靴 148,629.O 9.76 1,450.6 0‐382 56‐8

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 0β 9‐76 ⑭ 00 0‐382 ⑩ ○⑪

合計 / ⑩ 2,5075 ///′⑩ 110-3

そ
の
衛

水道及び工業用水道 □ 皿 3 2,2030 / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 2,2038 / 0450 1‐O

合 計 //// //// ⑩ 14

ー ヒ膨素 E 量趣の内3

1電気の 用、 旭及びエホ 廻の の ・びに公ノー く週への
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/i,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

=実績年度の目標達成の状況 旭 目標達成した。 聾1

特記事項に内容を記載その他



その2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称日高屋 西葛西北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 2璽

事業所等の所在地
T I 3 4 O O 8 8 区市町村名閣江戸川区

町名番地
以 下西葛西5-1-3 第 6山秀ビル IF

事業所等の延床面積 ・78‐20醒〆唐黍兎峯窄蟹績一軒蛋鷺璽- 年度分 □・年未満
所 有 形 態□ 自己所有 囲他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 徽 4麗連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 64 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 11⑪ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 111 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

◎ 6172 kg‐C02 な,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥/iooo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

杉E出量頒
(t)

⑩=⑥×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nmr3 23,485‐8 45.00 1,0569 0β14 535

その他 (LPG) □ kg 00 50.80 0‐O 0β16 0‐O

その他 (灯油) □ L QO 36.70 QO 0019 00

その他 () □ 08

その他 () □ 0途

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 997 0の 0.382 0β
夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 148,629.O 9-76 1,4506 0‐382 56‐8

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ⑭ ⑪‐0 9.76 W QO 0‐382 @ ⑪⑪

合計 / ⑩ 2,507.5 ′′// ⑩ 1103

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,2030 / 0‐200 0-4

公共下水道 □ m3 2,203β / 0450 LO

合計 / //// ⑩ 14

素排出量等の内訳

※1

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列参酌



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

麗ヱ0lr 高効率照明ランプの採用(屋内)

璽実績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 =馨

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 … □ 圏

ンク C02削減率ンチマーク区分

日標値等(選択) C02排出量 (総量)C02排出量 (延床面積当

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 北千住西口駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 3 3醒

事業所等の所在地
T I 2 O O O 3 4 区市町村名璽足立区

町名番地
以 下千住2-62 根岸ビル姫

事業所等の延床面積 92 ば膳筆現雫変型蟹 蚤題醒-年度分 □降未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 層圃 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 68 盟

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 117 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

◎ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 118 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤;② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
1,266 ‐2 kg-C02/ 鯉詰

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量栂
(の

⑩=⑧×⑨×綿U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 27,024、8 45-00 1,216 ‐1 0014 61‐5

その他 (LPG) □ kg 0β 50‐80 08 0の16 0β

その他 (灯油) □ L 00 36‐70 0‐O 0‐019 QO

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買桓電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9‐97 0‐O 0‐382 00
夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 0‐O ⑪‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 147,1510 9‐76 1,4362 0‐382 562

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.76 妙 0の 0‐382 ⑩ ⑪○

合計 / ④ 2,652 ‐3 //// ⑩ 117.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,447 お / 0200 05

公共下水道 □ m3 2,447 ‐6 / 0‐450 1‐I

合計 //// ///′⑩ 16

3 二 と 日檎の内

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列参酌



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

醤101‐ 高効率照明ランプの採用(屋内)

=実績年度の目標達成の状況匪 冒□目標達成した。 岨

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 大塚南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 3 4

事業所等の所在地
T 1 7 O O O O 5 区市町村名翻豊島区

町名番地
以 下

南大塚 2一46-3

事業所等の延床面積 鰯.30開 署筆現雫宅型績奇薪喬書』年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 瞬 4醒連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎×o‐o258) ① 67 憾

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯)
②

lj‐4 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③:⑮)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 115 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
842.5 kg‐C02/韮F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑩-(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量 *1

(の
⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,995‐8 45.00 L124‐8 0-014 56‐9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0β 0-016 00

その他 (灯油) □ L 0β 36‐70 00 0‐019 0‐O

その他 () □ 0β

その他 () 口 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWb 0.O 9.97
‐

00 0‐382 QO

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ k職 0‐O 9.28 00 0‐382 0‐O

その他の翼電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 151,9840 9.76 1,4834 0‐382 58‐1

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪‐O 9.76 W QO 0‐382 ◎ ⑪-⑰

合計 //// @ 2,6082 ⑩ 115途

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,7230 / 0‐200 0‐5

公共下水道 □ 血 3 2,723.O / //′′冒 0.450 1.2

合計 ′///′/′ ′国//′/ ⑩ 1‐8

3 二酸化炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に、ラニ 灰小 璽 、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑱=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/LOOO) ×⑨とする。



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運・用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ヂンプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

聾実績年度の目標達成の状況 ]短 目標達成した。 」暑

5 提出年度の
目 標 の 有 口 有 圏

ンク C02削減率ベンチマーク区分

C02排出量艇床面

その他

目標値等(選択) C02排出量 (総量)

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列参酌



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 門前仲町不動前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 3 5

事業所等の所在地
T 1 3 5 O O 4 7 区市町村名掴江東区
町名番地
以 下

富岡 1ー 7-6

事業所等の延床面積 76.67甑〆唐黍兎電吃蟹蟹 薪喬璽・・年度分 □蜂未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 52 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 94 ‐t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの星≧(⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,212 ‐9 kg-C ⑪2左×ゑ2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種拐ii の 単位 使用量 係数 (GJ) 榛畠嚢 排亨ザ
使 用 ⑥ ⑦ ⑧-◎・ooo)x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×剥 12

,. 都 市ガス □ Nm3 25,838‐7 45.00 1,162‐7 0‐014 58‐8

籍 その他 (LPG) ロ kg o‐⑪ 50‐80 0‐0 0‐016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L 0‐0 36.70 0の 0‐019 0.0

薯その他0 □ oo
その他 () □ 0.0

? 一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kW 徴 0‐0 9.970 ‐0 0‐382 0.0

気 からの買亀 夜閲(22時~翌日8時) □ kW h o‐0 9‐28 0‐0 0‐38 2 0 0

その他の翼電(昼夜間不明の場合涯むむ。) □ kvVh 90,914‐0 9.76 887‐3 0‐382 34‐7

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9‐76 @ 0‐0 0‐382醒⑩ ⑪,0

合 計 ′--′-/ ′ / ノ /W 2,050‐1 /// ′ Q9 936

孟 水道及び工業用水道 □ ゞ i,705‐o///// ′ ⑪‐200 0‐3
他 公共下水道 口 m3 L705 β ノ / ノ /// ′′ ⑪-450 0.8

合計 /// // ′////◎ 1-1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 球 ;日 、 ・ の

劃実績年度の目標達成の状況且題 目標達成した。 且=

特記事項に内容を記載



その 2 (表 )

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 南千住店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 I 3 6璽

事業所等の所在地
T 1 I 6 O ⑪ O 3 区市町村列荒川区

町名番地
以 下

南千住7-1 ー1 アクレステイ南千住 IF

事業所等の延床面積 72‐49間 1筆兎零堺泌奇蛋蕩璽圃蜂度分 □畔未満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 醒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 … 4檀連鎖化事業区分蟹圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;◎xo.o258) ① 65 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑬)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ ヱヱ6 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの霊と(⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

◎
1,5864 kg‐C02/,,.2

二酸ヒ帯素 出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑥【⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩E出量太1

◎
⑩;⑥ x⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 31,245.2 45‐00 1,4068 0‐014 7LI

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 00 36.70 00 0β19 00

その他O □ 00

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 08 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 115ユ27β 9‐76 1,123 ‐6 0.382 440

規則第 5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 0‐O 9‐76 切 0β 0‐382 ⑩ 0鳥

合計 / ④ 2,529 ‐7 ///′⑩ 115-1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ 皿 3 2,461.O / 0-200 05

公共下水道 □ 皿 3 2,4610 / 0-450 LI

合一計 / //// ⑩ 1お

3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に、′っ一
⑩=(⑥/LOOO) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列参酌



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

医 年席 標達成 状況 1且□目標達成した。 ==実績年度の目標達成の状況

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称日高屋 南千住店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 3 6醒

〒 1 1 6 一 0 0 0 3 区市 町村名璽荒川区

事業所等の所在地町名番
雫
南千住7→ -. アクレステ 南千住IF

以

事業所等の延床面積 72嫌開 署筆兎電塑蟹蟹 蛋鷺閣圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆麗所 暖蓉駿 (物販) 鞭夢藩設(飲食)

鯖 製鴇番養参聾鞭 4 連鎖化事業区分麗圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 65 園

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑧ l t

総 計 (④=②十③)
④

lr16 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
1,5864 kg-C 。 9な並2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

拶ヒ出量規
(t)

⑩-⑥ X⑨×‘Hぬ 2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 31,2452 45‐00 1,406 ‐⑪ 0βi4 7LI

その他 (LPG) □ kg 0‐⑪ 50.80 0‐O 0β16 00

その他(灯油) □ L 0β 36‐70 QO 0‐019 00

その他 () □ 00

その他 () □ 0β

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 997 0‐O 0‐382 0の

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ k靴 QO 9.28 QO 0‐382 08

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 115,1270 976 1,123.6 0‐382 440

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 =kWh ② ⑪○ 9‐76 ⑪ ⑪○ 0.382 ◎ ⑪⑪

合計 / ⑩ 2,529-7 //// ⑩ 115 ‐1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,4610 / 0‐200 05

公共下水道 □ m3 2,4610 / 0‐450 1l

合計 //// //// ◎ 16

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

◆

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

璽実績年度の目標達成の状況 腿 目標達成した。 圃

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列街番



その2 催そ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称日高屋 千駄ヶ谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 3 7璽

事業所等の所在地
T I 5 1 O O 5 I 区市町村列渋谷区
町名番地
以 下千駄ケ谷 1一20一5 千駄ヶ谷パークアベニューIF

事業所等の延床面積 80.40図 1筆現隻変型駅 蛋嵩醤圏峰度分 □畔未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 醒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 口商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4 圃連鎖化事業区分 掴圃 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 53 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑨ ヱ t

総 計 (④;②十③) ④ 95 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量‐(⑧=②×ヱooo/事業所等の延床面積)

◎
1,i69 ‐1 kg-C ⑪2/互にF

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)X⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩=⑧×⑨×く綿リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,5347 45‐00 1,1041 0‐014 559

その他 (LPG) □ kg 0.O 50‐80 0島 0016 08

その他 (灯油) □ L 00 36.70 0.O 0-019 0.O

その他 () □ 00

その他() □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh QO 9‐97 0.O 0‐382 00

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ k靴 0‐O 9.28 OB 0‐382 0‐O

その他の賢電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 100,587 野 9‐76 981‐7 0‐382 38‐4

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 妙 0β 9‐76 ⑩ ⑪○ 0.382 ⑩ 0.0

合計 / @ 2,085.8 //// ◎ 94‐3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,4100 / 0-20の 0‐5

公共下水道 □ m3 2,4100 / 0‐450 1‐1

合計 / ///′⑥ 16

こ公共 大胆への 水に、′y二※ 1 ココス気 の

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列参番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

44

4 地球温暖化対策の

睦実績年度の目標達成の状況 1題 目標達成した。 量騒

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 口 有 圏

目標値等(選択) C02排出量 (延床面積当
特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列蝦番



その2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 鷺谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 3 8

事業所等の所在地
T 1 I O O O ⑭ 3 区市町村名璽台東区

町名番地
以 下根岸 1-1-17 鴬泉楼駅前ビル

事業所等の延床面積 ・o2‐oo開 署筆兎雫喝蟹蟹 雷鷺璽- 年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 … 4璽連鎖化事業区分摺圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭xo‐o258) ① 77 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 132 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑯)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 133 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
1,2941 kg‐C02 左,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)
@= ⑥/ヱGOO)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

蕩E出量淋
(t)

◎-⑧×⑨×禦げ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 亘且3 28,7164 45.00 L2922 0014 654

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0‐O 0.01‐6 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0‐O 0019 . 0‐O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 ⑪○ 9-97 0.O 0.382 00
夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ k職 0‐O 9‐28 0.O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 174,4778 9.76 L702 ‐9 0‐382 66,

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k靴 ② ⑪○ 9‐76 ⑩ ⑪‐0 俄382 ◎ ⑪-⑪

合計 / ④ 2,995.1 ′/′/ ⑩ 132鳥

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,823‐O / 0‐200 06

公共下水道 □ m3 2,823‐⑪ / 0‐450 1‐3

合計 / //// ◎ 韮8

に公ハ下 2く旭への こ、′つニ※1

⑩ ⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/LOOO) ×⑨とする。

日本工業規格A列鱒酌



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 ‐営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

E1ol 高効率照明デンプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の

医績年痔 標達成 状況 胆 目標達成した。 馨聾実績年度の目標達成の状況

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列参酌



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 成瀬店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O i 4 O

事業所等の所在地
T 1 9 4 O O 4 5 区市町村名璽町田市

町名番地
以 下

南成瀬 1-3-5 相鉄ローゼンショッピングセンターIF

事業所等の延床面積 ・24 ゴ睡筆現雫喝蟹蟹 雷喬馨圃畔度分 □蘇満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 蟹
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 … E4璽連鎖化事業区分 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 46 園

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 77 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ ⑪ t

総 計 (④=②十③) ④ 77 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②xloo影事業所等の延床面積)

◎ 6209 kg-C ⑪2/亘ヱF

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種電別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ド(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太1

(t)
⑩=⑧×⑨×働け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 15刃858 45.00 6789 0014 343

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0‐O 0-016 00

その他 (灯油) □ L 0の 36.70 0‐O 0‐019 QO

その他 () □ 0舟

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0の 0‐382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 00 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k靴 113,5060 9.76 1,107 ‐8 0‐382 434

規則第5条の17第 頃の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪β 菖 9・76 ⑭ 00 0‐382 ⑩ 0β

合計 /′/′④ 1,786.7 ′//′⑩ 777

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,456β / 0.200 03

公共下水道 □ m3 1,456 β / 0‐450 0‐7

合計 //′/ ′/′/ ⑩ ⑪鱒

※1電気の使用、水道及び工 用水胆の水の 用並びに公/ 下z(週への に、リニ‘、灰系 竃は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

日



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止
・

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

二

4 地球温 、ヒ・ の

区績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 離

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列冬番)



その 2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 着荷谷店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 1璽

事業所等の所在地
T 1 1 2 O O O 2 区市町村刻文京区
町名番地
以 下

小石川5-4-5

事業所等の延床面積 75‐23図 1筆兎宝塚塾蟹 蛋謡圃圏畔度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 園
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4摺連鎖化事業区分 蟹圃 直営店 口 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 47 盟

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 81 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ ヱ t

総 計 (④=②十③) ④ 82 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o76.6 kg‐C02/ 虹

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥/10㈱)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(の
⑩=⑧×⑨×44 12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,9005 45.00 8055 0.014 40‐8

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐016 0野

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0019 QO

その他 () □ 00

その他 O □ 0β

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 9‐97 0‐O 0‐382 00

夜間 (22時~ 翌日8時) □ kWh 00 9.28 0‐O 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 107,0210 9.76 1,0445 0‐382 40.9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪⑪ 9.76 W 0β 0‐382 @ ⑪⑪

合計 //// W 1,850.O ///′⑩ 816

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,723 ‐O / 0‐200 03

公共下水道 □ m3 1,723 の / 0-450 88

合計 //// ///′⑩ 1工

3 二酸化炭素排出量等の内

こ公共 水道への に、′っ一 ′ 灰 粛を、※ 1 コ3メ丸 の 、 廻 廻 、′ 」公ノ、 Zq 瞳へ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

園101 高効率照明ヂンプの採用(屋内)

4 ヱ皿 慶 ・ の

医績年度の目標達成の状況 =ロ目標達成した。 韮

特記事項に内容を記載

日



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 池袋北口駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 4 2

事業所等の所在地
T 1 7 1 O O 2 1 区市町村名璽豊島区

町名番 地
以 下

西池袋 1-28-1 第 2西池ビル IF

事業所等の延床面積 ・34.3ぜ謄筆兎雫宅蟹蟹 蛋鴛璽- 年度分 □畔未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 璽他者所有 雷
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4園連鎖化事業区分 圏圃 直営店 口 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 9⑪ kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 154 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 156 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥ L1466 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/looo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量ご1

◎
⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 血3 34,766‐7 45.00 1,564.5 0.014 792

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0β ⑪.016 00

その他(灯油) □ L 0の 36.70 QO 0β19 0の

その他 () □ 0島

その他 O □ 0野

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0の 997 QO 0‐382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 0β 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 197,583 舟 9‐76 1,9284 0‐382 75.5

規則第5条のi7第 3項の場合のみなし値※2 k職 @ ⑰‐0 書 9-76 QP 0‐o 0‐382 ② 00

合計 / @ 3,4929 //// ⑩ 154.6

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 4,2070 / 0‐200 ⑪‐8

公共下水道 □ m3 4,2070 / 0‐450 韮9

合計 / /′ン′◎ 27

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化ノ′小 出璽ば
⑩;(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬;{⑫/i,000)×⑨と÷する。



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

・

エネルギー等の
使用状況の把握

Biol 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

、

設備導入対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

区績年度の目標達成の状況 他 目標達成した。 馨蓄

(日本工業規格A列隻三番)



その 2 表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 立川曙町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 3

事業所等の所在地
T 1 9 O O O i 2 区市町村名摺立川市

町名番地
以 下曙町 2-11-7 立川リージェントビル

事業所等の延床面積 7獅』繕筆現雫喝型蟹蟹題墨掛年度分 □峰未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 薗
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 醒圏 直営店 □ 加盟店 □ 非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 5⑪ kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 87 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 88 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑩
1,142.O kg-C ⑪2痘醜2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ (⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量炊‘

(t)
⑩;⑧ x⑨ X44 12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 唖旦3 20,648‐7 45.00 929‐2 0014 47-0

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0β 0016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36‐70 0.O 0‐01‐9 0β

その他 () □ 00

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0.O 997 0.O 0‐382 00

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0‐O 9.28 0‐O 0‐382 0β

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 107,097 β 9.76 1,0453 0‐382 409

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.76 ⑪ ⑪の 0‐382 ⑩ 0‐O

合計 ′//′ W 1,9745 ///′⑩ 879

そ
の
橘

水道及び工業用水道 □ m3 2,09lo / 0-200 0-4

公共下水道 □ m3 2,0910 / 0‐450 0.9

合計 ///′ ///′⑩ 14

ー ヒ務素 量腔の内

こ公共下水旭への に※1

⑩ ;(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑬;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C又01‐ 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃、点検

設備導入対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

昌実績年度の目標達成の状況聾題 目標達成した。 屋亜

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 □ 有 圃 無

特記事項に内容を記載

(日 工 親 A列盤≧⑥



その2 信長)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 町田中央店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 4 4璽

事業所等の所在地
T I 9 4 O O I 3 区市町村名彊町田市

町名番地
以 下原町田6-i9 ー 13Y ビル

事業所等の延床面積 阻.98MI 筆兎峯窄蟹績肝蛋鷺璽*年度分 □蜂未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 馨
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 瞳商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 … 4麗連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 68 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 116 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
974.7 kg-C02/ 膿.2

燃料等の種卵J
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑥戸(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量氷1

(t)
⑱=⑧×⑨×{HU12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,1349 45.00 1,041 ‐1 0‐014 52"

その他 (LPG) □ kg 0β 50‐80 0β 0016 00

その他 (灯油) □ L ⑪⑪ 36.70 00 0819 0の

その他 () □ 00

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 997 0葛 0‐382 0の

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9‐28 00 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 165,6970 9.76 1,6172 0‐382 63‐3

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.76 W Oの 0‐382 ⑩ 00

合計 / 凶 2,658.3 ///′⑩ 1160

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,812‐O / 0-200 0‐6

公共下水道 □ m3 2,812 ‐O / 0.450 1.3

合計 / ///′⑩ 1‐8

- ヒ篇素排出量等の内訳3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化灰 、 望ま
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

C1‐09 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101‐ 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

轟実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 聾

特記事項に内容を記載



その2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 武蔵小金井南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 4 4

〒 1 8 4 - 0 0 0 4 区市町村名掴小金井市

事業所等の所在地町名番
雫
本町6-14

以

事業所等の延床面積 ・鎚叫ゴ謄筆兎雫宅型績奇錯喬掴圃・年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 霞
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 鞭蓉驚 (物販) 艶善導設(飲食)

賭 覇駕参養笹奪 7 6≧2 4醒連鎖化事業区分 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 67 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮)
②

115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

◎ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ ヱ16 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
877‐1 kg‐C02/ 韮.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧;(⑥/1000)X ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量規
◎

⑩=⑧×⑨×{自腹 2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,251‐0 45.00 1,136 ‐3 0‐014 575

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‐O 0β16 0.O

その他 (灯油) □ L 00 36.70 0‐O 0019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐⑪ 9.97 0β 0‐382 0β
夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9.28 00 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 152,940 ‐O 9.76 1,492.7 0‐382 584

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ⑭ 00 9.76 ② ⑪○ 0‐382 ◎ ⑪の

合計 / @ 2,629 β ///′⑤ 1159

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,5738 / 0-200 05

公共下水道 □ m3 2,5730 / 0‐450 12

合計 //// ′/// ⑩ 17

※1 の の 、′ 、こzsけ、 旭 へ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫ ⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,000 ⑩ ⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列参酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

富101‐ 高効率照明ランプの採用(屋内)

茎実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 圃

特記事項に内容を記載の他

(日本工業規格A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称日高屋 国立南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 4 6醒

〒 1 8 6 一 0 0 0 2 区市 町村列国立市

事業所等の所在地町名番
華
東・-"

以

事業所等の延床面積 ・oo.94開 署筆要望宅雪辱寺蛋鷺園も年度分 □・年来満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆題所 穣蓉養護(物販) 艶夢驚設(飲食)

鯖 漉鴇参養笹聾醸 4 連鎖化事業区分麗圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 53 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 92 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③⑩)

◎ l t

総 計 (④=②+③) ④ 93 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
9114 kg‐C02 な,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑥ ⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量然1

(t)
⑩に⑧×⑨×‘MV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 亙13 20,8459 45.00 938‐1 0‐014 47‐5

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 0.O 0‐016 00

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0019 0.O

その他 () □ 00

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 00 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 0.O 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合をきむ。) □ kWh 117,7510 9.76 1,149 ‐2 0‐382 450

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh 惣 0の 9‐76 ② ⑪○ 0.382 W OO

合計 / ⑪ 2,0873 ′/// ⑩ 924

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,894 ‐O / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 1,8940 / 0.450 0.9

合計 //// ′/// ⑩ 12

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭 、E出量は、
⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LO⑪0 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列鱒酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ヂンプの採用(屋内)

蓬実績年度の目標達成の状況墓に 目標達成した。 闘

5 提出年度の
目 標 の 有 □ 有 圏 無

ンク C02削減率ベンチマーク区分

C02排出量 (延床面

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載

日



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 小田急マルシェ永山店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 4 7璽

T 2 0 6 - 0 0 2 5 区市 町村名掛多摩市

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
華
永山.-18-2

以

事業所等の延床面積 園.『〆睡筆兎雫響製績奇鯖題阻』年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 薗
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 日覆蓉驚 (物販) 艶菱驚設(飲食)

鯖 最鵠参養参聾鞭 4摺連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 58 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 1⑪⑪ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 1⑪1 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (③=②xlooo/事業所等の延床面積)

◎ 8253 kg-c ⑪ 2なヱ且2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑭-(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑬;⑧×⑨×4HV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,4989 45‐00 1,012 ‐5・ 0‐014 512

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 QO 0.016 00

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 00 0‐019 00

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k▽Vh 00 997 0β 0.382 QO
夜間(22時~翌日8時) □ k職 0β 9‐28 00 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場恰を含む。) □ k靴 128,0598 9‐76 1,249 ‐9 0‐382 48.9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 0‐0 9.76 凹 むβ 0‐382 @ ○-⑪

合計 / @ 2,262.3 ///′⑩ 100‐I

そ
の
盈

水道及び工業用水道 □ m3 2,389‐O / 0‐200 05

公共下水道 □ m3 2,3890 / 0-450 LI

合計 //// //// ⑩ 16

※1

⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列参酌



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1‐ol 空室・不在時等のこまめな消灯

Cio9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回lrol 高効率照明ランプの採用(屋内)

=実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 襲=

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列街番



その2 (議そ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 八王子南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 4 8璽

T 1 9 2 - 0 9 0 4 区市 町村名醒八王子市

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
子安町4-7-i サザンスカイタワー3F

以

事業所等の延床面積 醗朋橿〆唐黍兎聾塑響蟹 蛋鷺璽* 年度分 頂年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 鰹他者所有 倒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 暖蓉驚 (物販) 艶翼驚設(飲食)

鯖 澱鴇魯墓参奪… 4璽連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 43 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 75 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ ⑪ t

総 計 (④=②十③) ④ 75 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

◎
510.3 kg-C02/ 賦

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(Gの

⑧=(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量太1

(の
⑩;⑧×⑨×{"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,4457 45のO 83俄1 0β14 42の

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 00 0.016 0β

その他 (灯油) □ L 0β 36‐70 0‐O 0.019 08

その他 () □ 0島

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの国電

昼間 (8時~22 時) □ kw ね 0‐O 9.97 00 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ k職 08 9‐28 ⑪-⑪ 0.382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 86,532恥 9‐76 8448 0‐382 33‐1

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.76 @ ⑪-⑪ 0‐382 ⑩ 0‐0

合計 / ⑩ 1,674-6 //// ⑩ 75‐1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,37QO / 0‐200 0‐3

公共下水道 □ m3 1,37&O / 0‐450 06

合計 / ′′// ◎ ⑪‐9

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫尾燈00)×⑨とする。

日本工業規格A列参酌



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

璽実績年度の目標達成の状況 ==□目標達成した。 ==

特記事項に内容を記載

(日



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 神楽坂外堀通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 ‐ o i 5 4

T 1 6 2 - 1 8 2 5 区市 町村名囲新宿区

事業所等の所在地町名番
華
神楽坂i-9

以

事業所等の延床面積 60‐90図 1筆兎峯喝蟹蟹 錯喬璽』年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 掴
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途日
華墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□複合施設 □その他

鯖 最鵠零養笹聾徽 4掴連鎖化事業区分 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 52 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑮) ② 9⑪ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

◎ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 91 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
I,477 ‐8 kg-C02/,xF

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧=(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩ Px ⑨×‘"U12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 虹ー3 19,168‐8 45のO 862‐6 0014 436

その他 (LPG) □ kg 00 50.80 0‐O 0‐016 00

その他 (灯油) □ L 00 36‐70 QO 0‐01g 00

その他 () □ 00

その他 O □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 9.97 00 0‐382 ⑪○

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 0β 0‐382 0β

その他の買電 (昼夜間不明の場合を省む。) □ kWh 121,6960 9.76 1,187 ‐8 0‐382 46‐5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② 0β 9‐76 W OO 0‐382 ② ⑪-⑪

合計 //′/ @ 2,0503 ///′⑩ 90.1

そ
の
航

水道及び工業用水道 □ m3 2,2350 / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 2,2350 / 0‐450 LO

合計 / //// ⑩ 15

3 二酸ヒ帯素 E 量等の内訳

※1

⑲=(⑥月島00)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規格A列冬番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

Biol 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

Cioi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ヂンプの採用(屋内)

陸績年度の目標達成の状況且題 目標達成した。 韮

特記事項に内容を記載

日本工 規 A列街番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 下北沢南口店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O I 5 I

事業所等の所在地
T 1 5 5 O O 3 1 区市町村名璽世田谷区

町名番地
以 下

北沢 2-19 一 17

事業所等の延床面積 鰯.62図誓筆兎隻喝篭績許婚髭掴』年度分 □峰未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4璽連鎖化事業区分 雷圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo‐o258) ① 64 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑮) ② 11⑪ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 1ヱ1 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤;② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
811.O kg-C ⑪2虚ヱF

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

拶ヒ出量規
◎

⑩;⑧×⑨×‘"V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,076‐O 45‐00 1,1284 0.014 57‐1

その他 (LPG) □ kg 0β 50‐80 0β 0016 0舟

その他 (灯油) □ L 0‐⑪ 36.70 00 0.019 0‐O

その他 () □ QO

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9.97 00 0‐382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0β 9‐28 00 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 138,561.O 9.76 1,3524 0.382 529

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※Z k▽▽hド 0β璽 9.76 W oo 0‐382 ⑩ ⑪⑪

合計 ′/// @ 2,4888 //// ⑩ 1IQO

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ 皿 3 2,6240 / 0‐200 0.5

公共下水道 □ m3 2,624 ‐O / 0‐450 12

合計 ///′ //// ⑩ 1‐7

の水の ,用・′びに公ハ下 廻への に、′っー※1
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列冬番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

=実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 昌昌

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 阪急大井町ガーデン店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 1 5 2璽

T 1 4 0 一 0 0 1 4 区市 町村名間品ノーー区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
峯
大井町i-5o-5

以

事業所等の延床面積 ・o嶺42図 筆筆兎零堺泌奇蛋麗璽』年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途目撃墓所 鞭蓉驚 (物販) 艶蕃藩設(飲食)

賭 製鴇参養参奪… 4蟹連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (⑮⑩ xo.o258) ① 82 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮)
②

1‐46 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

◎ 2 t

総 計 (④:②十③) ④ ヱ48 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
I,3849 kg-C02/x,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑥ド(⑥/ユ000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量炊1

(t)
⑩=⑧×⑨×御V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 42,1925 45.00 1,898 ‐7 0β14 96‐1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 00 0島16 QO

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0β 0019 0.O

その他 O □ QO

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0β 9.97 0‐O 0‐382 0‐O

夜 Tm(22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の翼電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 131,564 ‐O 9.76 1,284 ‐1 0‐382 50.3

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ド 。の 9.76 QP Oの 0‐382 @ ⑪-⑪

合計 / ⑨ 3,182.7 //// ⑩ 1463

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,655.O / 0-200 0‐7

公共下水道 □ m3 3,65&O / 0‐450 亙‐6

合計 //// //// ⑨ 24

※1電気の使用、水道及び工業用水旭の水の使用並びに公共下水道への に、リニ 灰… 璽春
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LDOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列参酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C亙〇亘 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 芳ヱ皿 、 ・ の

=実績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 璽1

特記事項に内容を記載そのf也

(日本工業規格A列蝦番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 渋谷宮下公園前店

事 業 所 番 号 A0 5 9 6 ‐ o 貼 璽

〒 1 5 0 - 0 0 0 2 区市 町村細渋谷区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫
渋谷・-24-4 月1昌渋谷ビルiF

以

事業所等の延床面積 91‐90図 筆筆兎雫塑蟹蟹 蚤髭一・年度分 □峰未満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 閣
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 轟蓉驚 (物販) 雲夢蕃驚設(飲食)

鯖 露鵠参嚢鰯 梱 4摺連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo‐o258) ① 56 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 96 t

水運及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 97 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
I,o448 kg-c02 α1F

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ (⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

移E出量太1

◎
⑩-奄り×⑨×‘MU12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,022-3 45の0 991‐O 0014 501

その他 (LPG) □ kg 0β 50‐80 00 0‐016 0‐O

その他 (灯油) □ L 00 36‐70 0β 0019 00

その他 O □ 0.O

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 9‐97 0β 0.382 0β

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0恥 9‐28 0‐O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 1‐21,3410 9.76 1,184.3 0‐382 464

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh @ ⑪⑪ 9‐76 ④ ⑪-⑪ 0382 @ 0β

合計 / @ 2,175.3 ///′⑧ 96-5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,0448 / 0.200 0-4

公共下水道 □ m3 2,0440 / 0-450 09

合計 //// /′′/ ⑨ 13

1 3豊熟の

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑬/LOOO) ×⑨とする。

(日本工業規格象列冬番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回礼01 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 Z皿 、、 ・ の

製実績年度の目標達成の状況』胆 目標達成した。 』璽

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列参酌



その2 信長)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称日高屋 幡ヶ谷南ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 5 4

事業所等の所在地
T I 5 1 O O 7 2 区市町村名騒渋谷区

町名番地
以 下幡ヶ谷 1-32 一 19

事業所等の延床面積 98‐30開 署筆兎雫宅蟹蟹 雷鷺輯- 年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 瞳商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 4響連鎖化事業区分 一 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo‐o258) ① 54 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑩) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 94 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎ 946の kg-C ⑪2なまF

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱‐量

(Gの
⑧ {⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

拶E出量太↓

◎
⑩:⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 2L4994 45.00 967奇 0恥14 490

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 QO 0の16 0β

その他 (灯油) □ L 00 36‐70 0‐⑪ 0.019 0‐O

その他 () □ 08

その他() □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0の 9.97 0の 0‐382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWb 0‐O 9‐28 0‐O 0‐382 QO

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kvv‐h 116,6380 9.76 1,138.4 0‐382 44‐6

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh 鰹} ○-○ 976 W QO 0‐382 ◎ ⑪-⑪

合計 / W 2,1059 ′/′′⑩ 935

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,916 ‐O / 0-200 OA

公共下水道 □ m3 1,916 ‐O / 0-450 0‐9

合計 / ′′// Q9 12

3 二酸化炭素排出量等の内訳

水道の の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1

⑩=(⑥尾燈00)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫尾燈00)×⑨とする。

日本工業規格A列参観



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 芳ヱ皿 、 ・ の

旦実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 甚昆

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列参酌



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 綾瀬西口店

事 業 所 番 号 A0 5 9 6 ‐ o 堪 璽

T 1 2 0 - 0 0 0 5 区市 町村名璽足立区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
拳
闘 4-9-26 森本ビルiF

以

事業所等の延床面積 75・57図 筆筆兎雫塑蟹蟹 婿鷺璽* 年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途目撃墓所 窯 蓉驚 (物販) 艶 萎他施設(飲食)

鯖 震鴇参養鰯 瞬 4醒連鎖化事業区分醒圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo‐o258) ① 48 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;◎) ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 84 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,o98 ‐3 kg-C ⑪2/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ (⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

移E出量湘
(の

⑪-⑧×⑨×‘My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,7086 45.00 8419 0014 426

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 00 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0β 36‐70 0恥 0019 0の

その他 () □ 00

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9‐97 00 0‐382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 0‐O 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場拾を含む。) □ kWh 106,0160 9‐76 10347 0‐382 405

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 匹 wh ド 0‐0 9‐76 W QO 0‐382 @ 0の

合計 / @ 1,876 お //// ⑩ 83‐1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,359 ‐O / 0.200 0‐5

公共下水道 □ m3 2,3590 / 0‐450 1工

合計 //// ///′⑩ 15

の水の 用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列縛さ碁)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

▼

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 温 “ 、 の

ー実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 酪

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列蝉酌



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 王子駅前明治通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 5 6

事業所等の所在地
T 1 1 4 O O O 2 区市町村名璽北区

町名番地
以 下

王子 1-5-3

事業所等の延床面積 ・3崩図 1筆兎雫堺署奇蛋髭璽』年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 掴 4 連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo‐o258) ① 54 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑬ ② 92 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 93 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

◎
7013 kg‐C⑪2たヱ許

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 ニ酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 榛長髪 排苧ギ
使 用 ⑥ ⑦ ⑭ (⑥/・ooo)x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×磐/12

都市ガス □ Nm3 19,496‐5 45.00 877‐3 0β 14 444

鰐 その他 (LPG) □ kg o‐0 50・80 0,0 0‐016 0‐0

及 その他 (灯油 ) □ L 0‐0 36‐70 QO 0‐019 0.0

養その他0 □ 0O
その他 () □ 00
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ k訳rぬ 00 9‐97 0-0 0‐382 0.0

気
刀も の興亀 夜間(22時~翌日8時) □ kv▽h oの 9.28 0.0 0‐382 0.0

その他の買電 (昼夜間不明の場合そ船;む。) □ kW 鞄 1‐26,030.0 9.76 1,230 ‐l o-382 48‐1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kvvh QP 0o 9.76 ⑩ 0‐0 0‐382 ⑩ 00

合 計 ′′′′′′〆// ノ @ 2,1074 ′// ′ ⑩ 925
番 水道及びエ業用水道 □ m 3 i941‐o // ′/// ′ ⑪‐200 0‐4
他 公共下水道 □ m3 194Lo / ノノ -′/// ⑪‐450 09
合計 ′/ ′/// ′// ⑩ 1‐3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、の水の 用・′びに公ノ、下 (旭への に※1

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

おioi 高効率照明ランプの採用(屋内)

区績年度の目標達成の状況 題 目標達成した。 墓

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 西八王子店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 5 7圏

事業所等の所在地
T I 9 3 O 8 3 5 区市町村名閣八王子市

町名番地
以 下

千人町 3-1 ー 1

事業所等の延床面積 99‐5 〆唐黍要望変型績奇蚤喬璽* 年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 徽 4璽連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 55 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 95 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 96 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

◎ 9547 kg-c ⑪2/x.

燃料等の種賜り
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(Gの

⑧=(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
③

移ヒ出量太1

(の
⑩=⑧×⑨×4MV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,129.1 45.00 950‐8 0014 48‐1

その他 (LPG) □ kg 00 50-80 00 0016 QO

その他(灯油) □ L 00 36‐70 0O 0‐019 00

その他 () □ 0β

その他 () □ 0O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 9.97 QO ⑪‐382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9.28 00 0.382 0恥

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 124,945-O 9.76 1,219 ‐5 0‐382 47‐7

規貝」第5条の" 第3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪○ 9.76 W OO 0‐382 ⑩ 00

合計 //// tW 2,1703 ///′⑩ 95‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,237β / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 2,2370 / 0‐450 韮O

合 計 //// //// ⑨ 15

※1 電〆気の
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列冬三番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIO1 ‐ 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

C1og 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

国実績年度の目標達成の状況 唖 目標達成した。 岨

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列名番)



その2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
i 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 竹の塚西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 5 8

事業所等の所在地
T I 2 1 O 8 2 2 区市町村名璽足立区

町名番地
以 下

西竹の塚2-2 ー2

事業所等の延床面積 64・38間 筆筆塊雫喝空き覇 蛋鑓園圏・年度分 □蜂未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 置
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 4蟹連鎖化事業区分 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o258) ① 45 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 78 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 79 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
1,2115 kg‐C02 個 .2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑥ド(⑥/looo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量烈
(の

⑩ニ⑧×⑨×〈回り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,921‐8 45.00 8065 0‐014 488

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0‐O 0816 0.O

その他 (灯油) □ L QO 36.70 0‐O 0の19 00

その他 () □ 0.O

その他() □ 0寿

電
気

一般電気事業者
からの買苓電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9‐97 00 0.382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0β 9.28 0鳥 0一382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 99,6770 鼠76 972‐8 0‐382 38‐1

規則第5条のi7第3項の場合のみなし値澱 璽kwh ② 00 9.76 w ⑪-回 ⑪.382 ⑩ 0‐⑪

合計 //// ⑨ i,779 ‐3 ///′Q9 789

そ
の
舶

水道及び工業用水道 □ 皿 3 1,9020 / 0‐200 0-4

公共下水道 □ m3 L9020 / 0‐450 09

合計 / //// ⑩ i‐2

※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4三番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

Bioi 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ヂンプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 』=

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工 A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 玉川学園前南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 5 9

事業所等の所在地
T 1 9 4 O O 4 1 区市町村名璽町田市

町名番地
以 下玉川学園7-5-3 玉川学園駅前ビル

事業所等の延床面積 鰯‐o 〆唐黍兎雫宅蟹績奇蛋喬璽盈年度分 □・年未満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 蟹
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4掴連鎖化事業区分 煽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 45 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑮) ② 78 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 79 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの巨里‐(⑤=②×1000/事業所等の延床面積 )

◎
634‐1 kg‐C02/x,F

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧:(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量規
(t)

⑩;⑧×⑨×"狐2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江旦3 17,8299 45‐00 802‐3 0‐014 406

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 QO ⑪β16 00

その他(灯油) □ L 00 36-70 0‐O 0.019 0β

その他 () □ 00

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kw む 00 9.97 0.O ⑪‐382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0β 9‐28 0の 0.382 QO

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 99,1568 9.76 967‐8 0‐382 379

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪○ 9.76 ⑭ ⑪-⑪ 0‐382 ④ ⑰⑩

合計 / ⑩ L77&I //// ⑩ 785

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,842-O / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 1,842 β / 0.450 0‐8

合計 / //// ⑩ L2

下 "旦への に、ラー※1

⑱ -(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列冬番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用(屋内)

董実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 韮

特記事項に内容を記載その他

(日本工業規格A列盤番



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称日高屋 錦糸町南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 6 O

事業所等の所在地
T 1 3 O O O 2 2 区市町村名掴墨田区

町名番地
以 下江東橋 3-11 一 3 ソシアル錦糸町ビル

事業所等の延床面積 閉‐oo璽〆睡養兎雫喝蟹箸 蛋喬璽*年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4置連鎖化事業区分 璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.0258) ① 67 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮)
②

ij‐5 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑧) ④ 116 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの里÷(⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

◎ 8394 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧=(⑥ /1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大i

(t)
⑩=⑧×⑨×綿班2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N=.3 25,3380 45‐00 L140-2 0β14 57.7

その他 (LPG) □ kg 0鳥 50‐80 0‐O 0β16 00

その他 (灯油) □ L QO 36.70 ⑪-⑪ 0‐019 0.O

その他() □ 00

その他 () □ 0の

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 9.97 00 0‐382 QO

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 00 0‐382 0‐O

その他の翼電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 150,065 恥 9.76 1,464 ‐6 0382 573

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪β 9.76 W QO 0‐382 ⑩ 0‐O

合計 //// ② 2,6048 ///′⑩ 115‐O

そ
の
柚

水道及び工業用水道 □ 皿 3 2,9540 / 0‐200 0‐6

公共下水道 □ m3 2,954 ‐O / 0‐450 孔-3

合計 //′/ //// ⑩ 19

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,⑪00
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列鯖酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球字温慶ヒ;対 の

屋実績年度の目標達成の状況 腿 目標達成した。 ==

特記事項に内容を記載その他

(日本工業規格A列4番



その 2 懐き)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称焼鳥日高 御徒町昭和通店

事 業 所 番 号 A ⑪ヨ5 9 6 O 1 6 I

事業所等の所在地
T IE I O O O ⑪ 5 区市町村名璽台東区

町名番地
以 下上野5-23 一10 久保ビル

事業所等の延床面積 鵬.o〆唐黍兎畿響蟹蟹蛋題粋・年度分 圏蜂未満
所 有 形 態□ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 瞳商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 1雷連鎖化事業区分 彊圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H24.11/30営業修了

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 11 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 18 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ ⑪ t

総 計 (④=②十③) ④ 18 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤;③ xlooo/事業所等の延床面積)

◎
165‐1 kg‐C02 な,.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱、量
(Gの

⑧=(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

(t)
⑩=⑧×⑨×‘Hy12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 9792 45.00 441 0814 22

その他 (LPG) □ kg 00 50.80 0‐⑪ 0‐016 0の

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0‐O 0‐019 0.O

その他 () □ 0‐O

その他 () □ QO

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh QO 9‐97 00 0.382 QO

夜間 (羽時~ 翌日8時) □ kWh 0‐⑪ 9.28 ⑪‐O 0‐382 0島

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 41,435 β 9‐76 4044 0‐382 15.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② ⑪‐0 書 9・76 QP 0‐0 0‐382 ⑩ ⑪-⑪

合計 //// @ 4485 //// ⑩ 18‐1

そ
の
怖

水道及び工業用水道 □ m3 421o / 0‐200 0工

公共下水道 □ m3 4210 / 0‐450 0-2

合計 / //// ⑩ ⑪品

3 二酸ヒ岸素排出量 の内訳

1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下大胆への に、リニ 灰… # 、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫尾燈00)×⑨とする。



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

躍iol 高効率照明ランプの採用(屋内)

橿実績年度の目標達成の状況 IP 目標達成した。 鴎

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ンク C02削減率 (前年

‐Co2/m2 C02 排出量 (総量)

ベンチマーク区分

目標値等(選択) C○2排出量 (延床面積
特記事項に内容を記載



その 2 表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称日高屋 大森東ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 6 2璽

事業所等の所在地
T 1 4 O O O 1 3 区市町村名醒品川区

町名番地
以 下南大井6-28-6 大森トモエ電機ビル

事業所等の延床面積 86 〆響警筆兎雫宅蟹蟹蛋蕎璽圏・年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 口商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醒連鎖化事業区分 圏圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 64 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 111 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③)
④

1‐ヱ2 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×100斜事業所等の延床面積)

⑥
1,290 ‐6 kg-c ⑪2/唖12

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧;(⑥ /1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大i

(t)
⑩=⑥×⑨×"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,i234 45.00 1,130 ‐6 0‐014 572

その他 (LPG) □ kg 00 50.80 08 鼠oi6 0‐O

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 0島 0β19 00

その他() □ 00

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 997 00 0‐382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0‐O 9.28 0鳥 0.382 0の

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 141,5210 9-76 1,381 ‐2 0‐382 54.1

規則第5条のi7第3項の場合のみなし値※2 k職 ② ⑪‐0 9‐76 W 0β 俄382 ⑩ oの

合計 //// W 2,51 釜8 /′/′⑩ 111‐3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,3050 / 0、200 05

公共下水道 □ m3 2,305.O / 0.450 LO

合計 / ′′/′⑩ 15

3 二酸化炭素排出量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素 出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/LOOO) ×⑨とする。

(日本工業規格A列参酌



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

C1og 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

聡101 高効率照明ランプの採用(屋内)

量実績年度の目標達成の状況薯題 目標達成した。 董馨

特記事項に内容を記載

(日本



その2 ぼり

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 新宿御苑前店

事 業 所 番 号 A 0ド 9 6 O 1 6ー3幅

事業所等の所在地
T "6 O O O 2 2醒区市町村名岨新宿区
町名番地
以 下新宿 2-8 ー1 新宿セブンビル

事業所等の延床面積 皿.42顔〆隆筆魂雫変型蟹 蛋醤覇圏・年度分 □峰未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 612 4璽連鎖化事業区分 璽圏直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (⑲⑩ xo‐o258) ① 58 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 9l t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 92 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの亘璽-(⑤;②×100斜事業所等の延床面積 )

◎
7494 kg-c ⑪2/1IF

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑩-(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量烈
(t)

⑬=⑧×⑨×綿y12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 5,517牙 45.00 2483 0014 126

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0‐O 0の16 00

その他 (灯油) □ L 00 36.70 0‐O ⑪019 0β

その他 () □ 00

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 00 9‐97 0.O 0‐382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 00 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 206,2470 9‐76 2,0130 0‐382 78‐8

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh W OO 9‐76 ⑪ oo 0‐382 @ ⑪‐0

合計 //′′妙 2,26L3 //′′⑩ 914

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,745-O / 0‐200 俄3

公共下水道 □ m3 1,7450 / 0-450 0.8

合計 ///′ //′/ ⑩ LI

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下大胆への に半っニ イ灰… 重は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列参酌



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

C1og 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

回101 高効率照明デンプの採用(屋内)

昌実績年度の目標達成疎 可 騒□目標達成した。 墓

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格鼻列冬番)



その 2 隊◎

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 東銀座店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 6 4

事業所等の所在地
T 1 O 4 O O 6 1 区市町村名璽中央区
町名番地
以 下

銀座 5-13 一 18 日之出ビル

事業所等の延床面積 ・50‐61図 筆筆兎電宅蟹蟹 蛋喬璽- 年度分 □峰未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4摺連鎖化事業区分 璽圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 73 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 125 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十③)
④

1‐26 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑨ 8299 kg-C ⑪2′m2
排出原単位りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑧

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ (⑥/ヱ0OO)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

移E出塁ごl

(の
⑭と⑧×⑨ X44/蛇

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 26,548‐2 45‐00 1,1947 8014 60‐5

その他 (LPG) □ kg 00 50.80 00 0016 0の

その他 (灯油) □ L ⑪-⑪ 36‐70 0‐O 0019 0.O

その他 () □ 0β

その他 () □ 00

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 9.97 0‐O 0‐382 00

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 171,1840 9.76 1,67Q8 0‐382 654

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② 0‐O 9‐76 W QO 0.382 @ ○⑪

合計 //′/ ④ 2,865.4 ///′⑩ 125‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,0680 / 0200 0.6

公共下水道 □ 皿 3 3,068.O / 0.450 1‐4

合計 / ///′⑩ 20

二酸ヒ炭素排出量等の内訳

びに公ノ、下水題への※1電気の 、 旭 び工
⑩ ⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫ ⑪自重気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

聾実績年度の目標達成の状況 鰹 目標達成した。 』豊

特記事項に内容を記載

日



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 国分寺北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 4 9

事業所等の所在地
T 1 8 5 O O 1 2 区市町村列国分寺市
町名番地
以 下

本町 2~10-1

事業所等の延床面積 8L86回 1筆再雫喝蟹績落雷鷺璽圏畔度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2f4 璽連鎖化事業区分 覇圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭xo.o258) ① 45 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 79 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 8⑪ t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
9650 kg-Cにお2左ヱF

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(Gの

⑧;(⑥/looo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量湘1

(t)
⑩;⑧×⑧ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,7009 45‐00 9315 0014 47‐1

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0.O 0‐0IG 00

その他 (灯油) □ L 0‐O 36‐70 00 0の19 0の

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kw む 0の 9.97 00 8382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0‐O 9.28 0.O 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合 r含む。) □ k靴 85,5630 9.76 835‐1 0‐382 327

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh @ 0‐0 9‐76 切 0‐0 0.382 ⑩ ⑪‐O

合計 //′′妙 1,7668 /′/′⑩ 79‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,985の / 0‐200 04

公共下水道 □ 繊 3 1,985の / ⑪‐45⑪ 0.9

合計 //′′ ///′⑩ 13

ヒ炭 、E 量等の内

※1電気の 用、 題及びエー 胆の の ・びに公 / 水旭への こ、′フニ が 灰 軍

⑩ ⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列冬老齢



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CI0孔 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

墓iol 高効率照明ランプの採用(屋内)

区績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 雲量

5 提出年度の
目 標 の 有 □ 有 圏 無

ンク C02削減率ベンチマーク区分

C02排出量艇床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列街番)



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 信濃訂駅前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 6 5 則

T 1 6 0 - 0 0 1 3 区市 町村名阻新宿区

事業所等の所在地町名番準霞 丘町・を・明治神宮外苑信濃町休憩所
以

事業所等の延床面積 胞 40勝唐黍兎電磁型箸 薪割勘年度分 □畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
自筆麗
所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)

□複合施設 □その他

鯖 震鴇魯養鱒 欄 4陸鏡化事業区分 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 53 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 94 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑮)

◎ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 95 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
608‐8 kg-cQ2 なヱF

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出量規
(t)

⑩-⑥×⑨×<My12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,2137 45.00 L0898 0014 55.1

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 0‐O 0016 0‐⑪

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 0‐O 0舟19 0‐⑪

その他 () □ 0.O

その他 () □ QO

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k職 0‐O 9.97 0の 0‐382 0.O

夜間(22時~翌日8時) □ kWh 00 9‐28 00 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場恰を含む。) □ kWh 101,8190 9.76 993‐8 0‐382 38.9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 0‐O 9.76 ⑪ 0の 0‐382 W OO

合計 //// ② 2,0834 ///′⑩ 940

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,49QO / 0‐200 05

公共下水道 □ 皿 3 2,490 ‐O / 0‐450 1.1

合 計 ///′ //// ⑩ LG

3 二酸化炭素排出量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水恩への 水に、′っ二 灰… 」萎‐は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ヂンプの採用(屋内)

4 芳 Z皿 、 ・ の

璽実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 u畳

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 □ 圏

ンク C02削減率ベンチマーク区分

C02排出量 {延床面積当たり

その他 特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 西五反田1丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 6 6

事業所等の所在地
T 1 4 1 O O 3 1 区市町村名璽品川区

町名番地
以 下西五反田 1‐26‐2 五反 田サンハイツIF

事業所等の延床面積 皿‐矧〆唐黍兎隻喝蟹駅蛋鷺璽□・年度分 *年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4醒連鎖化事業区分 醤圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H24‐5/15開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258)
①

52 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮)
②

90 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④=②十③) ④ 9l t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
8825 kg-C ⑪2/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排雫ギ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑭◎ .ooo)x⑦ ③ ⑭ ⑧×⑨×製ヱ2

癖驚』) 目冨3 2o珊凝議8 92畳み審議 48:8
及 その他 (灯油 ) □ L 0‐0 36.70 俄0 0β19 0‐0

義 その他 () □ ⑪.O
その他 () □ 00

;雪瀞欝観じ馨豊麗…跳 躍 8昼1 8審議墓 議
その他の買電 (昼夜間不明の場合 J含む。) □ kW 他 114,524 ‐0 9.76 1,117-8 0.382 43‐7

規則嘉明烏の17第3項の場合のみなし値※2 kwh ② ○‐0 9‐76 W 0‐0 0‐382曇⑩ ○-○

合 計 ′---′// /′//@ 2,043‐9 // ′′ ⑩ 90‐6

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,o660 /// ′′′′ ⑪‐200 04
楠,公共下水道 □ m3 2,066.0 /// / ′′〆′

〆
⑪‐450 09　　 　　　 　　　　 　　　

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑬/1,000)×⑨とする。



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

量実績年度の目標達成の状況 =胆 目標達成した。 割

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 西新井西口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 6 7

事業所等の所在地
T 1 2 1 O 8 2 2 区市町村名璽足立区

町名番地
以 下西竹ノ塚 2‐2‐2

事業所等の延床面積 鵬‐90醒ぜ隆筆兎雫変型蟹 雷喬粋・年度分 圏畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 圃
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7f6 2 4雷連鎖化事業区分 醤圏直営店 口加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H24.5/24 開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐0258) ① 5⑪園

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 86 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

◎ l t

総 計 (④=②十③) ④ 87 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの恩【(⑤=②×100斜事業所等の延床面積)

◎
789-7 kg‐℃09/IXF

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥△○oo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大1

◎
⑩=⑧×⑨×くHV12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,009‐8 45‐00 9004 0.014 456

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50.80 QO 0‐016 0〇

その他 (灯油) □ L QO 36.70 00 0のig 00

その他 () □ 00

その他 () □ QO

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0鳥 9.97 0‐O 0382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kVV‐h 00 9‐28 00 0‐382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場恰を含む。) □ kWh 107,7250 9.76 1,0514 0‐382 412

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 k職 ② ⑪⑩ 9‐76 ② ⑪○ 0.382 ⑩ ⑪の

合計 / @ 1,951.8 //// ⑩ 86‐7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ 阻 3 1,7530 / 0‐200 04

公共下水道 □ m3 1,753 ‐O / 0‐450 08

合計 //// ///′⑩ il

3 二酸化炭素排

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,D00
⑫ ⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,0⑪0 ⑬ ⑫/1,000)×⑨とする。



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

C亘Ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

'

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の

昌実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 昌昌

特記事項に内容を記載

(日本



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称焼鳥日高 東池袋1丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 618

事業所等の所在地
T I 7 O O O 1 3檀区市町村名橿豊島区
町名番地
以 下東池袋 1ー7‐1O

事業所等の延床面積 醐.33間 ¥筆兎雫李蟹帯蕗鷺醇畔度分 圏降末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 園
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 雌 連鎖化事業区分 霜圃直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H24-6/7開店 H25-3/24~3/31 業態変更工事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 38 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮)
②

64 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ ⑪ t

総 計 (④=②十③) ④ 64 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤:②xlooo/事業所等の延床面積)

⑨
536.3 kg-c02/m2

二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻り の 単位 使用量 係数 (GJ) 標識 排亨ギ
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ (⑥/.ooo)x⑦ ⑨ ⑭⑩ ×⑨×剥 12

都 市ガス 口 Nm3 12,848‐8 45‐00 578‐2 0‐014 293

籍 その他 (LPG) □ kg o‐0 50・80 0‐0 0,016 0‐0

及 その他 (灯油 ) □ L O0 36‐70 0‐0 0‐019 00

義その他o ロ 鯛
その他 () 口 0.0
- 幣雷塩酸業者 昼間 (8時 ~22 時 ) □ k罰 rh o‐0 9‐970 ‐0 0‐382 0‐0

　 　　　　　 　 　　 　 　 　　　　　 　　 　　　 　　 　　　　 　　
麿
気

恢間＼" 町~ 立 Ho 町ノ u ゑャ里u V・V J・ムU V・U V・tiUム V.U

その他の買電(昼夜間不明の場合凝きむ。) ロ kW 徴 92,465‐0 9.76 902‐5 0.382 35.3

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwrh ② ⑪‐o 9.76 ⑩ 0.o ・ 0‐382 ⑩ 00

合 計 -′′--/ 〆///@1,480 ‐7 //// ⑩ 646

番 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,0808//// ′/ 0‐200 0‐2
他 公共下水道 □ m3 1,o8o.o ノ / ノ // ′〆′ Q45o o巻

合計 ′/′/′′/// // ′′ ///′⑩ ⑪‐7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑧/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱;(⑫/1,⑪00)×⑨とする。

(日 工 規格A列4番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用(屋内)

冒実績年度の目標達成の状況] □目標達成した。 且璽

特記事項に内容を記載

(日本工業 格A列釜番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 日暮里南ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 6 9鴎

事業所等の所在地
T 1 1 6 O O 1 4 区市町村細荒川区
町名番地
以 下東 日暮里 5‐50‐11

事業所等の延床面積 7ほ90則〆唐黍現雫窄饗績許婚鑓柵□峰度分 ー年未満
所 有 形 態ロ 自己所有 圏他者所有 薗
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 2 4掴連鎖化事業区分 煽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H24.7月 0開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 33 盟

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑮) ② 57 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

⑨ ⑪ t

総 計 (④=②十③) ④ 57 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤ 7509 kg-CQ2/m2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ ⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係、数
⑨

排出量叫
(t)

⑩=⑧×⑨×綿け蛇

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 亙且3 13,5109 45.00 6080 0-014 30‐8

その他 (LPG) □ kg 0β 50.80 00 0016 00

その他(灯油) □ L 0‐O 36‐70 0β 0019 00

その他 () □ 00

その他 () □ 0恥

電
気

一般電気事業者
からの買廠竃

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 9‐97 00 0‐382 00

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0β 9‐28 ao 0382 00

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k職 69,1370 9‐76 6748 0‐382 264

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪○ 9‐76 ④ ○‐岬 。・382 睡) ○⑪

合計 ///′ @ 1,282.8 ///′◎ 572

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,0090 / 0‐200 02

公共下水道 □ 皿 3 LOO9‐O / 0-450 凪5

合計 //// //// ⑩ ⑪‐7

ー ヒ瑞 - E の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への排水に伴う二 "化灰… 出副ま、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規 A列冬番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

賦101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

=実績年度の目標達成の状況睡題 目標達成した。 昌昌

特記事項に内容を記載その他

(日本工業規 A列盤番



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 中井駅前店

事 業 所 番 号 A E O 5 9 6 O 1 7 O

事業所等の所在地
刊 1 6 1 O O 3 2 区市町村名囲新宿区
町名 番地
以 下中落合 1‐i9‐2

事業所等の延床面積 鰯‐90璽〆謄筆現雫宅墾績許婚髭静蜂度分 圃畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 覇
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 716 2 4掴連鎖化事業区分 摺圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H24.7/26 開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 39 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;◎) ② 68 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ ⑪ t

総 計 (④=②十③) ④ 68 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎ 6244 kg‐CQ2 恒 12

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑧

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥/iooo)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量叫
(t)

⑩こ⑧×⑨×"リ12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 14,666‐1 45のO 66&O ⑪.014 334

その他 (LPG) □ kg 00 50.80 0.O 0016 0‐O

その他 (灯油) □ L 0β 36‐70 0‐O 0019 00

その他 () □ OB

その他 () □ 0β

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 00 997 0恥 0‐382 0途
夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0β 9‐28 0‐O 0‐382 0途

その他の買電 (昼夜間不明の場拾を含む。) □ kWh 90,6168 9.76 8844 0‐382 346

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWhr @ ⑪○ 9‐76 W 0β 0.382 ⑩ 0島

合計 //// ◎ 1,5444 //// ⑩ 68舟

そ
の
楠

水道及び工業用水道 □ m3 1,135β / 0‐200 02

公共下水道 □ 皿 3 L1350 / ー 0‐450 05

合計 //′/
ー ///′⑩ @?

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下z(胆への排水に半う二 化灰 、 璽は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列媒酌



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

エネ、ルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

Dヱ04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

霧101 高効率照明ランプの採用(屋内)

区績年度の目標達成の状況』=□目標達成した。 ==

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その2 (話そ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称日高屋 上板橋北ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 7 4

T i 7 4 - 0 0 7 1 区市 町村名橿板橋区

事業所等の所在地町名番
雫
常盤台←3ト5

以

事業所等の延床面積 86.96間 筆黍現電宅蟹将 蛋副□・年度分 圏畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 間
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途目撃墓所 日覆躍繋(物販) 艶夢藩設(飲食)

鯖 兎鴇参養笹奪欄 4璽連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

葵年ら度のの撲変告更内寮 H24.蜘・開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo‐o258) ① 24 園

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 43 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 0 t

総 計 (④=②十③) ④ 43 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤-② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
494.5 kg-C02 な.亙2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係、数
⑨

穆E出量太1

◎
⑩=⑧×⑨×綿け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 12,2456 45.00 551‐1 0014 279

その他 (LPG) □ kg 0‐O 50‐80 08 0β16 0.O

その他 (灯油) □ L 00 36.70 0β 0019 08

その他 () □ 00

その他 () □ 0‐O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh QO 9‐97 0.O 0‐382 0.O

夜間(22時~翌日8時) □ kWhr 00 9.28 0の 0.382 QO

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 41,632 の 9‐76 4063 0‐382 15‐9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪‐O 9.76 W QO 0‐382 ⑩ oo

合計 /′// 妙 9574 ///′⑩ 43‐8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 694‐O / 0‐200 0‐1

公共下水道 □ m3 694β / 0‐450 0‐3

合計 //// //// ⑩ ⑪‐5

び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への に、ラニ 化灰 一 は、
⑩ ⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列綿酌



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A5O 亘 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギ一等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CXO且 空室・不在時等のこまめな消灯

C1og 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

菖実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 韮

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列冬三番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称焼鳥日高 日暮里東ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 11 7 2

事業所等の所在地
T 1 1 6 O ⑪ 一 3 区市町村細荒川区
町名番地
以 下西 日暮里 2‐251 ステーションガーデンタワー 310

事業所等の延床面積 55‐34璽ぜ唐黍兎電変型蟹 蛋鷺璽□・年度分 圏畔未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 掛
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 蝿 連鎖化事業区分 撞圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H24‐9/25開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) の 8 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 13 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 0 t

総 計 (④=②十③) ④ 13 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの亘【(⑤=② x looo/事業所等の延床面積 )

⑥ 2349 kg-c ⑪2/x.亘2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧;(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

砂E出量湘

(の
⑩=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 皿3 8603 45.00 38‐7 0.014 2.O

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0β 0016 0.O

その他 (灯油) □ L 00 36‐70 0‐O 0β19 0‐O

その他 () □ ao

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0‐O 997 ⑪-⑪ 0‐382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ k職 00 9.28 00 0-382 ⑪.O

その他の寅電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 30,078.O 9.76 2936 0‐382 115

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 k職 ② 00 9.76 ④ 0β 0.382 ⑩ ⑪-⑪

合計 //// 妙 3323 //// Q9 1‐34

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ 皿 3 2890 / 0‐200 al

公共下水道 □ m3 289鳥 / 0450 0‐I

合計 / ′′// ⑨ 02

3 二酸化炭素排出量等の内

こ爪丑 く漬への に、′-ニ ヒ篇素排出量は、※ 1 ココス気 の

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫ ⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む の係数)×1,000 ⑬ ⑫/i,000)×⑨とする。



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の実施状況

H実績年度の目標達成の状況 =胆 目標達成した。 曇昌

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列街番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 西武新宿前北店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 7 3 璽

T 1 6 0 - 0 0 2 1 区市 町村名圃新宿区

事業所等の所在地町名番雫歌舞伎町ト2 斌井ビル
以

事業所等の延床面積 76‐86艇謄筆兎隻宅蟹蟹 蛋鷺静 畔度分 圏蜂未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 間
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途目撃墓所 目繋驚 (物販) 艶菱藩設(飲食)

鯖 髭鴇参養笹奪旧 4摺連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

票年ら度のの撲変告更内奮H24川 8開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.0258) ① 23 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 39 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

③ 0 t

総 計 (④=②十③) ④ 39 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
5074 kg-C02 なに

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係、数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥/1000)x ⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
③

排出量規
(t)

⑩=⑧×⑨×‘図り12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 江&3 7,737 ‐1 45‐00 3482 0.014 17.6

その他 (LPG) □ kg 0β 50‐80 0β 0.016 ⑪.⑪

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 QO 0‐019 00

その他 () □ 0β

その他 () □ 00

電
気

r一▼" ▲′ ん 昼間 (8時~22 時) □ k靴 0‐O 997 0‐O 0.382 QO
からの買電 夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 00 0‐382 0‐O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 57,884-O 9.76 5649 0‐382 22‐1

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 0‐O 9.76 ⑪ 00 0‐382 ⑩ ⑪○

合計 / ② 913‐1 ///′⑩ 387

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 839の / 0-200 02

公共下水道 □ m3 8390 / 0‐450 04

合計 /′// //// ◎ ⑪‐5

び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二財ヒ灰 園ま、
⑩ ⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/LOOO
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×LOOO ⑩=(⑫/LOOO) ×⑨とする。

(日本工業規格A列盤番



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

C1og 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

璽iol 高効率照明デンプの採用(屋内)

襲実績年度の目標達成の状況 .短 目標達成した。 醍

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列名番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 水道橋東口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o i 7 4璽

T i o i - 0 0 6 i 区市 町村名璽千代田区

事業所等の所在地町名番雫三崎町 日 7MC 水道橘ビルIF
以

事業所等の延床面積 97‐78璽〆睡筆兎電吃響蟹 蛋憲粋・年度分 』年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆竃所 日覆蓉護 (物販) 冒馨他施設(飲食)

鯖 屍鵠参墓参聾… 4醒連鎖化事業区分 直営店 □加盟店 □非該当

整年ら度のの蝶変告更内餐H24M4 開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① ヱ5 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 27 t

水道及ひ↓美用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑨ ⑪ t

総 計 (④=②十③) ④ 27 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
276‐1 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥/moo) ×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係、数
⑨

排出量大1

(の
⑩=⑧×⑨×綿け12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 皿3 5,781 お 45-00 2602 0014 132

その他 (LPG) □ kg 00 50‐80 0β 0.016 ⑪○

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 ⑪-⑪ 0β19 0.⑪

その他 () □ 00

その他 () □ ○⑪

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k靴 QO 997 0‐O 0‐382 0.O

夜園 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0‐O 9.28 0‐⑪ 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜細不明の場合を含む。) □ kWh 36,7500 9.76 358‐7 0‐382 14-O

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh W oo 9.76 ⑪ ⑪の 0.382 ② 00

合計 //// @ 6189 //// ⑩ 272

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 4080 / 0.200 0‐1

公共下水道 □ m3 408.O / 0‐450 0-2

合計 / //// ⑩ o途

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下大胆への に、′フニ 灰… 量 ;、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 影 Z皿 、 ・ の

瞳実績年度の目標達成の状況 =胆 目標達成した。 闘

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列媒酌



その2 (詰め

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業 所 等 の名 称焼鳥日高 西葛西一番街店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 7 5璽

事業所等の所在地
T 1 3 4 O O 8 8 区市町村名璽江戸川区

町名番地
以 下

西葛 西 6‐14‐2

事業所等の延床面積 8・54〆睡筆現雫窄蟹蟹錯鑓園□峰度分 圃畔未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 園
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 口事務所 □商業施設(物販) 11 商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6 5 岬 連鎖化事業区分 璽圏直営店 口加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H24.12/20 開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 9 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑮) ② ヱ5 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ ⑪ t

総 計 (④=②+③) ④ ヱ5 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの亘【(⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑨
1840 kg‐C02 厘範2

二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥/1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

募E出塁ご1

(t)
⑩=⑧ X⑨×紬V12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ N 皿3 970‐5 45‐00 43牙 0-014 2.2

その他 (LPG) □ kg 0の 50‐80 0β 0β16 QO

その他 (灯油) □ L 0‐⑪ 36.70 0β 0019 0β

その他 O □ 00

その他 () □ 0β

気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0β 9.97 0‐O 0‐382 00

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0β 9‐28 0‐O 0‐382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 34,0930 9‐76 3327 0‐382 13‐O

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ⑪⑪ 9.76 ゆ 0の 0‐382 @ ⑪○

合計 / 妙 3764 //′/ ◎ 且5.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2010 / 0‐200 ⑪-⑪

公共下水道 □ m3 201の / 0‐450 QI

合計 / /′′/ ⑩ 0‐1

※1電気の使用、水道及び工 用水胆の の ・′びに公ノ 大胆への に、′つ二 灰 一
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬;(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止 ▲

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃 ~点検

設備導入対策

冠101 高効率照明ヂンプの採用(屋内)

区績年度の目標達成の状況 雁 目標達成した。 =畳

5 提出年度の地球温暖化対策
目 標 の 有 無 □ 有 圏

ンク C02削減率ベンチマーク区分

C02排出量 (延床面 C02排出量 (総量)

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称中華食堂日高屋 新橋烏森通店

事 業 所 番 号 A oド 9 6 O 1 7 6醒

事業所等の所在地
T li o 7 O O 5 2 区市町村名璽港区
町名番地
以 下

新橋 2‐15‐14

事業所等の延床面積 79.73間 筆筆兎雫変型績奇蛋喬園□畔度分 圏蜂未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 園
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6r2 4覇連鎖化事業区分 醒圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点 H25.2月 3開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258) ① 6 駁

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② ヱ2 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ ⑪ t

総 一計 (④=②十③) ④ ヱ2 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
1505 kg‐C02 個F

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 潔騒 排ザ大工
使 用 ⑥ ⑦ ⑧-(⑥/.ooo)x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×磐/12

叢華麗言岡 目塾蔓3 3,75g:1驚 i6漆 器1書 8濁
及 その他 (灯油 ) □ L 0β 36‐70 0‐0 0β19 0の

誠 その他 () □ 0‐0
その他0 □ ⑪0

婁聖隷諸精霊三園書目豊 8豊麗; 議題1 8:3
その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k▽瑳h 9,708 ‐0 9‐76 94‐8 0‐382 3.7

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwrh ⑭ ⑪‐0 9‐76 ④ 0‐0 0‐382 @ 0-0

合 計 ---′′// ′′/ ④ 263.7 //// ⑩ 12.3

そ 水道及び工業用水道 口 m3 197β // ノ ー′′′ ⑪.mo o.0
他 公共下水道 □ m3 197.0 // ノ ー′′′′/ ′ o-450 0‐1

合計 ′′/′ //′/ ′//// ′/′⑩ 0‐1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸ヒ炭素 E出量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ ;(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×L⑪00 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列癒さ唇)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギ一等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

震101 高効率照明ランプの採用 (屋内)

設備導入対策

聾実績年度の目標達成の状況』=□目標達成した。 馴

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列綿豹



その2 (話そ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業所 等 の名 称中華食堂日高屋 東久留米東口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 1 7 7

事業所等の所在地
T 2 O 3 O O 1 3 区市町村名醒東久留米市

町名番 地
以 下新川町 1-3-37KB ビル IF

事業所等の延床面積 7・74図筆筆兎聾喝需要肝蛋髭桝・年度分 』年未満
所 有 形 態□ 自己所有 璽他者所有 帽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途 □事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 4璽連鎖化事業区分覇圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

H25.3月 2開店

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo‐o258) ① 1 憾

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 2 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑧ 0 t

総 計 (④=②十③) ④ 2 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
27‐8 kg-C ⑪2底 i2

燃料等の種別
推計
の
使用
単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(Gの

⑧ド(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量然1

◎
⑩;⑧×⑨×‘Hy12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 0β 45‐00 0‐O 0014 QO

その他 (LPG) □ kg 0β 50.80 QO 0016 0‐⑪

その他 (灯油) □ L 0‐O 36.70 QO 0019 0.O

その他 () □ QO

その他 () □ 0β

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWb 0.O 9‐97 08 0.382 0‐O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 00 9‐28 0β 0‐382 0の

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 7,6420 9.76 74‐6 0‐382 29

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.76 W O⑪ 0.382 切 ⑪-⑪

合計 //// ④ 746 ///′⑩ 29

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 00 / 0‐200 ao

公共下水道 □ m3 00 / 0450 00

合計 //′/ ///′◎ o葛

3 二酸化炭

の の 用 ・び に公翌、 KI旦への に、′っー※1

⑩=(⑥尾野00)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑭/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

鴛101 高効率照明ランプの採用(屋内)

4 地球温暖化対策の実施状況

置実績年度の目標達成の囲 に 目標達成した。 寵

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列名番)


